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道
批
判
で
な
い
実
行
可
能
な
山
線
活
用
策

第18回

（あべ・ひとし）1961 年東京都生
まれ。東京大学工学部都市工学科
卒業、修士修了、博士１年中退。
88 年にＪＲ東日本に１期生とし
て入社し鉄道の実務と研究開発の
経験を重ねた。2004年に退職して
(株)ライトレールを創業。交通計
画のコンサルティングに従事

厚生政策セ
ミナー動画

山線リバイ
バルプラン

道
主
催
会
議
１
年
３
カ
月
ぶ
り

　

さ
る
８
月
28
日
、
道
主
催
の
北
海
道
新
幹

線
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
後
志
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
が
１
年
３
カ
月
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
バ
ス
３
社
が
初
出
席
し
、

道
が
提
示
し
た
山
線
全
区
間
（
長
万
部
︱
小

樽
）
バ
ス
転
換
の
代
替
バ
ス
本
数
は
運
転
手

不
足
か
ら
困
難
と
の
姿
勢
を
示
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
斉
藤
余
市
町
長
は
「
バ
ス

会
社
の
意
見
か
ら
道
の
案
は
成
立
し
な
い
と

分
か
っ
た
」、
道
の
交
通
政
策
部
門
ト
ッ
プ

の
宇
野
交
通
企
画
監
は
「
こ
の
ま
ま
い
く
と

は
思
っ
て
い
な
い
」、
担
当
者
は
「
山
登
り

で
言
え
ば
よ
う
や
く
登
山
口
」
と
発
言
し
た
。

道
批
判
で
な
く
課
題
解
決
こ
そ

　

道
の
方
針
や
進
め
方
に
対
し
「
２
年
前
の

全
線
バ
ス
転
換
決
定
の
前
に
バ
ス
会
社
の
了

解
を
得
て
い
な
か
っ
た
の
か
!?
」「
全
線
バ

ス
転
換
は
無
理
」
と
い
っ
た
批
判
が
多
い
。

　

そ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
単
な
る
批
判
で
な

く
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
課
題
解
決
に
向
け
、

技
術
的
に
も
財
務
的
に
も
実
行
可
能
で
、
売

り
手
・
買
い
手
・
世
間
の
三
方
よ
し
と
な
る

提
案
を
ま
と
め
て
公
開
し
て
い
る
。

　

第
３
回
『
山
線
は
存
続
で
な
く
活
用
で
未

来
を
開
く
』、
第
６
回
『
大
活
況
の
山
線
は

や
り
様
で
収
支
改
善
』
を
ご
覧
願
い
た
い
。

山
線
リ
バ
イ
バ
ル
プ
ラ
ン
96
回

　

表
に
、
本
年
２
月
ま
で
の
地
域
情
報
誌

『
後
志
よ
み
う
り
』
連
載
96
回
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
示
す
。
全
文
を
ネ
ッ
ト
公
開
し
て
い
る
。

　

新
幹
線
開
業
ま
で
は
余
市
以
東
は
鉄
道
、

以
南
は
バ
ス
と
し
て
利
便
向
上
し
、
開
業
と

同
時
に
全
線
鉄
道
と
す
る
。
財
源
は
Ｊ
Ｒ
か

ら
の
経
営
分
離
前
倒
し
で
回
避
で
き
る
赤
字

額
を
活
用
す
る
。
国
の
方
針
に
も
合
致
す
る
。

　

余
市
︱
小
樽
は
現
行
の
設
備
の
ま
ま
20
分

お
き
の
ダ
イ
ヤ
と
で
き
、
表
に
提
案
を
示
す
。

人
口
減
は
決
定
事
項
で
な
い
！

　

第
16
回
『
改
め
て
Ｊ
Ｒ
と
北
海
道
の
未
来

を
願
っ
て
』
に
書
い
た
よ
う
に
、
社
人
研
の

人
口
推
計
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
大
規
模

施
設
立
地
が
な
か
っ
た
場
合
の
も
の
で
、
そ

れ
ら
が
あ
っ
た
金
沢
・
守
谷
・
つ
く
ば
・
北

広
島
等
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。
厚
生
政

策
セ
ミ
ナ
ー
の
動
画
を
ご
覧
願
い
た
い
。

　

政
府
は
、
骨
太
の
方
針
２
０
１
４
に
て

「
50
年
後
に
１
億
人
程
度
の
安
定
し
た
人
口

構
造
を
保
持
す
る
こ
と
を
目
指
す
」「
少
子

化
・
人
口
減
少
の
克
服
や
地
方
再
生
な
ど
に

総
合
的
に
取
り
組
む
」
と
閣
議
決
定
し
た
。

　

社
人
研
は
、
２
０
２
３
年
『
日
本
の
将
来

推
計
人
口
』
に
「
将
来
推
計
人
口
は
決
し
て

確
定
し
た
運
命
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
」

「
将
来
推
計
人
口
と
真
に
実
現
し
た
い
社
会

と
ど
ち
ら
の
方
向
に
進
む
か
は
我
々
に
託
さ

れ
て
い
る
」
と
明
記
し
た
。

　

道
は
今
回
も
、
人
口
激
減
と
の
社
人
研
の

人
口
推
計
に
基
づ
き
将
来
の
交
通
需
要
を
予

測
と
し
た
。
新
幹
線
が
開
業
す
る
後
志
に
て

そ
う
す
る
こ
と
は
、
国
の
方
針
に
反
す
る
。

　

国
の
方
針
は
、
道
会
議
で
示
さ
れ
た
『
今

後
の
対
応
方
針
』
中
の
「
将
来
を
見
据
え
た

地
域
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討
」
に
て
、

現
在
の
ト
レ
ン
ド
に
合
せ
る
の
で
な
く
、
新

幹
線
を
活
用
し
て
人
口
増
に
転
ず
る
「
真
に

実
現
し
た
い
社
会
」
を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。




